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研究紹介

由来と考えられる魚類も確認されて

います。

 吐き戻された餌のうち、個体数の

多い魚類に着目して、朝方に拾った

もの(夜間に採餌された餌)と夕方に

拾ったもの(昼間に採餌された餌)で

比較してみると、朝方に比べて夕方

の方が吐き戻し餌の中に含まれる河

川由来と考えられる魚類が相対的に

多くなっていました(図- 2 　遠藤・

佐原 2000 に筆者データを追加)。

　これはつまり、夜間に比べて昼間

の方が、河川で採餌している個体が

多いことを示唆しています。

　このことから、ゴイサギが昼夜で

水田地帯と河川という２種類の餌場

を使い分けている可能性が考えらま

す。

■　飛翔方向から

　　　採餌環境を推定する

　次にゴイサギがコロニーから餌場

へ向けて飛び立っていく方向および

餌場からコロニーに向けて帰ってく

る方向を明け方と夕方で比較してみ

ると、夜間は水田地帯の方向、昼間

は河川の方向に行っている個体が多

い傾向がみられました (遠藤・佐原

2000)。このことからも、ゴイサギが

昼間と夜間での餌場の使い分けを

行っている可能性が考えられます。

■　なぜ餌場を使い分けるのか？

　餌場の使い分けを行う最も大きな

要因として考えられるのが、餌のと

りやすさ(採餌効率)です。ゴイサギ

は基本的には視覚採餌者であり、自

ら餌を追い出して採るというより

も、待ち伏せしたり、ゆっくり歩き

回りながら、餌の動きを視覚で察知

して捕食するというスタイルの採餌

を行います(Voisin 1991)。

 このため、餌生物の活動性が高い

ほど餌を見つけやすく、採餌効率も

良くなると考えられます。水田地帯

での主な餌であるドジョウは夜間に

活動が活発になることが知られてい

ます(Naruse & Oishi 1996)。

　一方、河川での主な餌であるウグ

イやオイカワなどの魚類は主に昼行

性であると考えられます（川越・泉

1995)。

 このことから、ゴイサギは河川・

水田地帯それぞれに生息する餌生物

の活動時間にあわせて、餌場を使い

分けている可能性があると考えられ

るのです。

 ただし、昼間に水田にいるゴイサ

ギも多くみかけますし、逆に夜間に

河川から全くゴイサギがいなくなる

というわけでもありませんので、す

べての個体にこの傾向が当てはまる

とは限らないようです。このほかに

も水田地帯と河川を選択する条件は

いくつも考えられます。

図－２ ゴイサギ吐き戻し餌(魚類)の朝・夕での比較(個体数構成比)
(遠藤・佐原 2000 に筆者のデータを追加して作成)

【餌内容区分】●水田地帯由来　ドジョウ、フナ類、ナマズ
　　　　　　　●河川由来　ウグイ、オイカワ、アブラハヤ、カジカ、ビワヒガイ
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※図－２では個体数の少ない魚類以外のデータ、種同定不能なもの、採集調査が
朝方のみのコロニーのデータは除外した。このため、図－１とではサンプル総数
は異なっている。
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